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日本郵便株式会社 

代表取締役社長 千田 哲也 

貸 借 対 照 表 
2023年３月31日現在 

 （単位：百万円）

科   目 金  額 科   目 金  額 

（資産の部） （負債の部） 

流動資産 1,933,533 流動負債 1,552,346

現金及び預金 1,624,280 営業未払金 51,451

営業未収入金 200,797 未払金 225,170

契約資産 8,544 生命保険代理業務未決済金 1,149

棚卸資産 48,603 未払費用 57,968

前払費用 2,814 未払消費税等 18,200

未収入金 10,966 契約負債 50,019

未収還付法人税等 2,099 預り金 203,826

銀行代理業務未決済金 13,803 郵便局資金預り金 840,000

その他 21,716 賞与引当金 97,960

貸倒引当金 △93 店舗建替等損失引当金 197

固定資産 2,484,031 その他 6,405

有形固定資産 2,268,720 固定負債 2,158,022

建物 767,192 退職給付引当金 2,089,722

構築物 26,892 役員株式給付引当金 153

機械及び装置 20,233 繰延税金負債 980

車両運搬具 8,634 その他 67,165

工具、器具及び備品 17,314 負債合計 3,710,369

土地 1,212,726 （純資産の部） 

建設仮勘定 215,727 株主資本 707,057

無形固定資産 63,452 資本金 400,000

借地権 1,651 資本剰余金 142,510

容積利用権 14,077 資本準備金 142,510

ソフトウエア 10,684 利益剰余金 164,547

その他 37,038 その他利益剰余金 164,547

投資その他の資産 151,858 特別償却準備金 332

投資有価証券 2,240 固定資産圧縮積立金 2,063

関係会社株式 133,997 繰越利益剰余金 162,151

破産更生債権等 3,424 評価・換算差額等 137

長期前払費用 7,187 その他有価証券評価差額金 137

その他 8,431

貸倒引当金 △3,423 純資産合計 707,195

資産合計 4,417,564 負債及び純資産合計 4,417,564



損 益 計 算 書 

(自 2022年４月１日至 2023年３月31日) 
 （単位：百万円）

科     目 金     額 

営業収益 

郵便業務等収益 1,931,396

銀行代理業務手数料 340,055

生命保険代理業務手数料 134,846

郵便局ネットワーク維持交付金 280,818

その他の営業収益 74,064 2,761,180

営業原価 2,500,334

営業総利益 260,845

販売費及び一般管理費 183,117

営業利益 77,727

営業外収益 

受取配当金 1,738

受取手数料 1,072

助成金収入 1,111

環境対策費戻入益 743

その他 2,327 6,994

営業外費用 

支払利息 551

解約違約金 226

その他 619 1,397

経常利益 83,324

特別利益 

固定資産売却益 10,200

関係会社事業損失引当金戻入益 100,467

その他 4,407 115,075

特別損失 

固定資産売却損 39

固定資産除却損 1,880

減損損失 1,032

関係会社株式評価損 106,856

その他 1,863 111,671

税引前当期純利益 86,728

法人税、住民税及び事業税 20,448 20,448

当期純利益 66,280



記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

（重要な会計方針に関する注記） 

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

(1) 子会社株式及び関連会社株式 

 移動平均法による原価法によっております。 

(2) その他有価証券 

   市場価格のない株式等 

移動平均法による原価法、投資事業有限責任組合への出資持分については、組合契約に規定さ

れる決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方式

によっております。 

なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

(1) 販売用不動産及び仕掛不動産 

 個別法に基づく原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっております。 

(2) その他の棚卸資産 

 主として移動平均法に基づく原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっておりま

す。 

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

 時価法によっております。 

４．固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産 

 定額法を採用しております。 

 なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建 物 ：２年～50年 

その他 ：２年～75年 

(2) 無形固定資産 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウエアについては、当社における利用可能期間（主として５年）に基づ

いて償却しております。 

(3) 長期前払費用 

 均等償却によっております。 

５．引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

 貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案して必要と認められた額、貸倒懸

念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

(2) 賞与引当金 

 賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、

当事業年度に帰属する額を計上しております。 

(3) 店舗建替等損失引当金 

 店舗建替等損失引当金は、不動産開発事業に伴う店舗の建替え等に際して発生する損失に備える

ため、当事業年度末における損失見込額を計上しております。具体的には、既存建物の帳簿価額に

係る損失見込額及び撤去費用見積額を計上しております。 



(4) 退職給付引当金 

 退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込

額に基づき、必要額を計上しております。また、退職給付引当金及び退職給付費用の処理方法は次

のとおりであります。 

① 退職給付見込額の期間帰属方法 

 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当期までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。 

② 過去勤務費用及び数理計算上の差異の費用処理方法 

過去勤務費用 その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（13年）によ

る定額法により按分した額を費用処理しております。 

数理計算上の差異 各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（13年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度

から費用処理しております。 

(5) 役員株式給付引当金 

 役員株式給付引当金は、当社が定める規程に基づき、執行役員等に対する当社親会社株式等の給

付に備えるため、株式給付債務の見込額に基づき計上しております。 

(6) 関係会社事業損失引当金 

 関係会社事業損失引当金は、関係会社の事業の損失に備えるため、債務保証額を含め関係会社に

対する投資額を超えて当社が負担することになる損失見込額を計上しております。 

６．収益及び費用の計上基準 

当社は、郵便サービスを全国一律の料金であまねく公平に提供しているほか、物流サービスとして

宅配便(ゆうパック等)及びメール便(ゆうメール等)の運送業務を提供しております。郵便業務等収益

のうち郵便、荷物に係る収益については、引受から配達完了までの一定期間にわたり履行義務が充足

されるため、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に応じて収益を認識しております。 

また、株式会社ゆうちょ銀行及び株式会社かんぽ生命保険からの受託業務手数料収入は、各社との

契約に基づき、取扱事務量等を勘案し、手数料を決定しており、約束した財又はサービスの支配が顧

客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識すること

としております。 

７．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

 外貨建資産・負債は、主として決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

８．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

ヘッジ会計の方法 

 原則として繰延ヘッジ処理によっております。 

なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理によっております。 



（貸借対照表に関する注記） 

１．棚卸資産の内訳 

仕掛不動産 40,494百万円

商品 1,939百万円

仕掛品 15百万円

貯蔵品 6,152百万円

２．有形固定資産の減価償却累計額 1,316,945百万円

３．有形固定資産の圧縮記帳額 78,061百万円

４．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債権 7,450百万円

長期金銭債権 6百万円

短期金銭債務 37,815百万円

長期金銭債務 124百万円

５．担保資産 

日本銀行歳入復代理店事務のため担保に供している資産 

現金及び預金 15,000百万円

６．偶発債務 

(1) 一部の借入郵便局局舎の賃貸借契約については、当社がその全部又は一部を解約した場合におい

て、貸主から解約補償を求めることができる旨を契約書に記載しております。解約補償額は、貸主

が郵便局局舎に対して投資した総額のうち、解約時における未回収投資額を基礎に算出することと

しておりますが、2023年３月31日現在、発生する可能性のある解約補償額は59,588百万円です。 

 なお、当社の都合により解約した場合であっても、局舎を他用途へ転用する等のときは補償額を

減額することから、全額が補償対象とはなりません。 

(2) 当社子会社のJP楽天ロジスティクス株式会社のリース債務に対して、8,922百万円の保証を行っ

ております。 

（税効果会計に関する注記） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 繰延税金資産の発生の主な原因は、退職給付引当金、関係会社株式評価損、税務上の繰越欠損金、

賞与引当金等であり、繰延税金負債の発生の主な原因は、固定資産圧縮積立金であります。 

２．法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理 

当社は、当事業年度から、日本郵政株式会社を通算親法人とするグループ通算制度を適用しており

ます。また、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報

告第42号 2021年８月12日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果

会計の会計処理並びに開示を行っております。 



（関連当事者との取引に関する注記） 

１．子会社及び関連会社等 

属 性 
会社等 
の名称 

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事者 
との関係 

取引の内容 
（注） 

取引金額 
（百万円）

科 目 
当事業 

年度末残高
（百万円）

子会社 
Toll Holdings 
Pty Limited 

所有 
直接100％

増資の引受 増資の引受 179,994 ― ― 

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等 

増資の引受は、当社子会社のToll Holdings Pty Limitedが行った増資を全額引き受けたもので

あります。 

２．兄弟会社等 

属 性 
会社等 
の名称 

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係 

取引の内容 
（注１） 

取引金額 
（百万円）

科 目 
（注１） 

当事業 
年度末残高
（百万円）

親会社の
子会社 

株式会社
ゆうちょ
銀行 

― 
業務受託 
役員の兼任

受託業務に係る
手数料収入 

340,055 営業未収入金 32,010

受託業務に係る
資金の受払 

860,657

郵便局資金預り金 790,000

銀行代理業務未決
済金 

13,803

親会社の
子会社 

株式会社
かんぽ生
命保険 

― 
業務受託 
役員の兼任

受託業務に係る
手数料収入 

134,846 営業未収入金 9,841

受託業務に係る
資金の受払 

50,000

郵便局資金預り金 50,000

生命保険代理業務
未決済金 

1,149

（注１）取引条件及び取引条件の決定方針等 

(1) 受託業務手数料収入は、各社との契約に基づき、取扱事務量等を勘案し、手数料を決定してお

ります。 

(2) 郵便局資金預り金は、各社との契約に基づき、貯金、保険金等の払渡しを行うために必要とな

る資金を前受けしているものです。取引金額については、平均残高を記載しております。 

(3) 受託業務未決済金は、受託業務に伴い発生する郵便局窓口資金の受払について、各社と資金決

済を行っております。取引金額については、取引日の原則２日後に決済を行っており、金額が多

額であることから記載しておりません。 

（注２）上記のほか、「独立行政法人郵便貯金簡易生命保険管理・郵便局ネットワーク支援機構法（平

成17年法律第101号）」に基づき、郵便局ネットワークの維持に要する基礎的費用は、当社が負

担すべき額を除き、金融２社からの拠出金を原資として独立行政法人郵便貯金簡易生命保険管

理・郵便局ネットワーク支援機構（以下、「郵政管理・支援機構」といいます。）から当社に交

付される交付金で賄われることとなっております。当事業年度に当社が郵政管理・支援機構から

交付を受けた交付金の額は280,818百万円であります。 

（１株当たり情報に関する注記） 

１株当たり純資産額 70,719円52銭

１株当たり当期純利益 6,628円02銭

（重要な後発事象に関する注記） 

 該当事項はありません。 


